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社会福祉法人 広尾町社会福祉協議会パート職員就業規則 
 

第 １ 章   総     則 

（目  的） 

第１条 この規則は、パート職員の就業に関する事項を規定する。 

  ２．この規則に定めない事項については、労働基準法及びその他法令の定める 

   ところによる。 

 

（定  義） 

第２条 この規則でパート職員とは、一般職の所定労働時間よりも短く、時間給の 

   支払いを受ける者をいう。 

 

（遵守義務） 

第３条 パート職員は、この規則並びに業務上の指示命令を遵守し、職場の秩序を 

   維持するとともに、誠実に職務に従事しなければならない。 

 

第 ２ 章   服     務 

（服務の基本原則） 

第４条 パート職員は、職務の公共性を認識し、広尾町民の福祉を増進するため、 

   民主的、能率的かつ誠実に職務を遂行しなければならない。 

    又、自己の持つ知識、技術、経験を最大限活用し、利用者本位の精神を   

   持って、サービスの向上を図らなければならない。 

 

（服務心得） 

第５条 パート職員は、次に掲げる事項を守り職務に専念しなければならない。 

  

（１）勤務時間中は事務局長又は担当部所管理者の指示に従い誠実に勤務し、 

   許可なく職場を離れてはならないこと。 

 

 （２）常に健康に留意し、職務に支障を生じないように心がけること。 

 

 （３）広尾町社会福祉協議会（以下「協議会」という）備え付けの機械、器具設 

   備の保全、材料、動力、消耗品の節約に努めること。 

 

 （４）公私の区別を明確にし、勤務時間中に私用を行なわないこと。 

 

 （５）職務上知り得た機密な事項及び協議会の不利益になる事項を外に漏らさぬ 

   こと。 

 

 （６）許可なく協議会の施設及び職場を利用して、報道、宣伝、募金、署名     

   その他、これに類する行為をしないこと。 
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 （７）協議会の信用を傷つけ、又はその名誉を汚すような行為をしてはならない。 

 

 （８）雇用が終了し、パート職員でなくなった場合でも、職務上知り得た個人の 

   情報は第三者に漏らしてはならない。 

 

第 ３ 章   雇い入れ及び退職 

（雇い入れ） 

第５条 パート職員は満６０歳未満で、広尾町社会福祉協議会長（以下「会長」と 

   いう）が適当と認めた者を採用する。 

  ２．パート職員として採用を希望する者は、写真を添付した自筆履歴書を提出 

   し、指定の選考を受けなければならない。 

  ３．パート職員として採用された者に対し、本規則、雇用通知書を交付する。 

  ４．パート職員として採用された者は、次の書類を提出しなければならない。 

  

   （１）会長が必要とする書類。 

 

（契約期間） 

第６条 労働契約期間は１年以内の期間とする。ただし、会長が業務上必要と認め 

   た場合には、契約を更新することができる。 

 

（退  職） 

第７条 パート職員が次の各号の１に該当したときは、退職するものとする。 

    （１）労働期間が満了したとき。 

    （２）死亡したとき。 

    （３）退職を願い出て、会長がこれを承認したとき。 

 

  ２．パート職員が労働契約期間満了前に退職するときは、原則として１５日前 

   までに、口頭または書面をもって会長に願い出なければならない。 

 

（解  雇） 

第８条 会長は、パート職員が次の各号の１に該当したときは、解雇することがある。 

    （１）正当な理由なく、遅刻、早退、欠勤及び職場離脱を重ねたとき。 

    （２）身体または精神の障害のため、職務に堪えられないと会長が認めた 

       とき。 

    （３）業務能力が著しく劣り、就業に適していないと認められたとき。 

    （４）事業の縮小または休廃止、その他事業の運営上やむを得ないとき。 

    （５）そのほか前各号に準ずるやむを得ない事由があるとき。 

 

  ２．会長は、パート職員を解雇する場合においてはその１５日前までに予告を 

   しなければならない。 
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（貸与品等の返済） 

第９条 パート職員は、退職または解雇された場合は、協議会から受けた貸与品等 

   を返済するとともに、協議会に債務がある場合はただちに返済しなければな 

   らない。 

第 ４ 章   勤     務 

（勤務時間） 

第１０条 パート職員の勤務時間は、原則１日６時間以内とする。 

 

（時間外勤務） 

第１１条 事務局長は業務の都合によりやむを得ない場合は、法の範囲内で時間外 

    勤務を命ずることがある。 

 

（休  日） 

第１２条 パート職員の休日は次の通りとする。 

    ただし、特定の休日に勤務する必要がある時は、あらかじめ事前に指定し 

   て勤務を命ずることがある。 

   （１）土曜日、日曜日 

   （２）国民の祝日 

   （３）年末年始（１２月３１日より翌年１月５日まで） 

２．土・日・祝日等に勤務したときは、１時間の支給相当額に１００分の２５ 

を乗じて得た額を支給する。 

 

（賃  金） 

第１３条 パート職員の賃金は時間給とし、支給額は別表１に定める額とする。 

  ２．賃金は、当月初日から月末までを計算期間として、翌月５日に全額を本人 

   に直接か振込みにより支給する。 

    ただし、支給日が休日にあたる場合はその前日とする。 

  ３．採用時の賃金及び毎年の賃金は会長が決定する。 

  ４．時給額については毎年２０円の昇給を原則とするが、処遇改善加算を含む 

場合は昇給額を毎年、その都度決定する。 

（早朝夜間勤務） 

第１４条 パート職員が次の時間帯に勤務を要する場合は、１時間の支給相当額に 

    １００分の５０を乗じて得た額を支給する。 

   （１）午後９時以降～午前７時までの時間帯での勤務。 

 

附           則 

 

  １．この規則は平成１２年４月１日より施行する。 

  ２．この規則は平成１３年１１月１日より施行する。 

  ３．規則制定日以前に勤務するパート職員の賃金は、現に支給を受けている 

    １時間当たりの賃金額を下回らない金額を支給するものとする。 

  ４．この規則は平成２１年４月１日より施行する。 
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 別 表  １    パート職員賃金表（１時間当たりの賃金） 

 

                              （単位  円） 

 
号／級 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 

 

１  ９００ １，０００ １，１００ １，２４０ １，５２０ 

２  ９１０ １，０１０ １，１１０ １，２６０ １，５４０ 

３  ９２０ １，０２０ １，１２０ １，２８０ １，５６０ 

４  ９３０ １，０３０ １，１３０ １，３００ １，５８０ 

５ ８００ ９４０ １，０４０ １，１４０ １，３２０ １，６００ 

６ ８１０ ９５０ １，０５０ １，１５０ １，３４０  

７ ８２０ ９６０ １，０６０ １，１６０ １，３６０  

８ ８３０ ９７０ １，０７０ １，１７０ １，３８０  

９ ８４０ ９８０ １，０８０ １，１８０ １，４００  

１０ ８５０ ９９０ １，０９０ １，１９０ １，４２０  

１１ ８６０   １，２００ １，４４０  

１２ ８７０   １，２２０ １，４６０  

１３ ８８０    １，４８０  

１４ ８９０    １，５００  

                        

                       （平成２４年４月改定） 

 


